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平成21年度
一般会計当初予算 
職員給与費 
26億7,370万
9千円 

職員手当 
2億1,628万
4千円

給　料
17億2,873万5千円

期末・勤勉手当 期末・勤勉手当 
7億2,869万円7億2,869万円
期末・勤勉手当 
7億2,869万円

❷2010年（平成22年）2月10日

広報よしのがわ

　吉野川市では、市の人事行政運営について公平性・透明性を確保するため、「吉野川市人事行政の運営等
の状況の公表に関する条例」を定めています。この条例に基づき、市の人事行政の運営状況について、そ
の概要を公表します。

（1） 職員採用の状況 （平成21年４月１日）
・新規採用職員　９人（一般行政職）
・派遣職員（併任）４人

（1） 人件費の状況 （平成20年度　一般会計決算）

※平成20年度一般会計における市の歳出に占める人
件費の割合を示しています。人件費とは、一般職員
の給料、諸手当、共済費、退職手当負担金などのほ
か、特別職の市長、議員などの給料、報酬などを含
んでいます。

※この図は、平成21年度一般会計当初予算に計上し
た給与費の内訳構成を示しています。総額を一般会
計での職員数418人で割ると１人当たり639万6千円
となります。

（4） 年齢別職員数の状況（平成21年４月１日現在）

（2） 職員の退職状況
　　　　　　（平成20年4月1日～平成21年3月31日）
定年退職 勧奨退職 普通退職 合　計
15 人 15 人 4 人 34 人

（3） 部門別職員数の状況（平成21年４月１日現在）

※ 平成20年度および平成21年度は、県職員３人を含む。

（単位：人）

区　分
部　門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

H20 H21

一
般
行
政
部
門

議 会 事 務 局 5 5 0
防 災 局 6 6 0
総 務 部 75 75 0
市 民 部 70 64 △6 推進体制の見直し
健 康 福 祉 部 126 116 △10 推進体制の見直し
産 業 経 済 部 26 24 △2
建 設 部 37 36 △1
選挙管理委員会事務局 2 2 0
農業委員会事務局 4 4 0
監査委員事務局 2 2 0
会 計 課 7 8 1
小 計 360 342 △18

教育
部門

教 育 委 員 会 82 77 △5 推進体制の見直し
小 計 82 77 △5

公営
企業
等
部門

水 道 課 14 14 0
下 水 道 課 20 18 △2 推進体制の見直し
そ の 他 18 18 0
小 計 52 50 △2
合　　　　　計 494 469 △25

（2） 職員給与の状況
（平成21年度一般会計予算から抜粋）

人事行政の運営状況を公表します人事行政の運営状況を公表します人事行政の運営状況を公表します

1 職員の任免および職員数に関する状況2 職員給与の状況
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平成20年度
一般会計決算
歳 出 額 
181億9,480万

6千円 

人件費以外 
140億7,244万7千円

77.3％ 

人件費人件費
41億2,235万9千円41億2,235万9千円
22.7％ 22.7％ 

人件費
41億2,235万9千円
22.7％ 
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（3） 職員の平均給与月額および平均年齢の状況
（平成21年４月１日現在）

（7） 特別職の報酬等の状況（平成21年度）

（8） 職員手当の状況（平成21年度）

（4） 職員の初任給の状況（平成21年４月１日現在）

（5） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成21年４月１日現在）

（6） 一般行政職の級別職員数の状況
（平成21年４月１日現在）

※この図は、平成21年度当初予算に計上した一般会
計の給与の平均額を職種別に表しています。（給与
とは、基本給である給料と職員手当を合算したもの
です。）

区　　分 平均給与月額 平均年齢
一 般 行 政 職 380,441円 44.2歳
教 育 関 係 職 354,554円 43.3歳
技 能 労 務 関 係 職 358,492円 49.8歳

区　　分
吉野川市 国
初任給 初任給

一般行政職
（大卒） 172,200円 172,200円
（高卒） 140,100円 140,100円

区　分 経験年数
10年～14年

経験年数
15年～19年

経験年数
20年～24年

一　般
行政職

（大卒） 281,400円 328,700円 371,900円

（高卒） 258,600円 290,300円 332,200円

区　分 給料月額等 期末手当

給料
市　　　長 900,000円

６月期  1.45月分
12月期  1.60月分
───────
　計　  3.05月分

副　市　長 720,000円

報酬

議　　　長 430,000円

副　議　長 380,000円

議　　　員 350,000円

●住居手当

区　分 支　給　金　額

借　家
借　間
居住者

●月額23,000円以下の家賃等を支払っ
　ている職員
　（家賃額から12,000円を控除した額）
●月額23,000円を超える家賃等を支払
　っている職員
　（23,000円を超える額の1/2に11,000
　円を加えた額）
　（最高支給限度額27,000円）

自家居住者 ●世帯主である職員　　3,500円

●退職手当

自己都合 勧奨・定年

勤 続　20  年 23.5月分 30.55月分

勤 続　25  年 33.5月分 41.34月分

勤 続　35  年 47.5月分 59.28月分

最 高 限 度 額 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置 ●定年前早期退職特例加算
　（3％～ 30％加算）

退職時特別昇給 ●なし

●時間外勤務手当

年　　　　度 平成20年度

支 給 総 額 3,106万3千円

職員１人あたりの平均支給額 73,959円

区分 標準的な職務 職員数
（人）

構成比
（％）

７級 部長、次長またはこれに相当
する職務 9 2

６級

１課長またはこれに相当する
職務
２特に困難な業務を分掌する
課長補佐またはこれに相当
する職務

111 35

５級

１課長補佐またはこれに相当
する職務
２困難な業務を分掌する主査
の職務

30 10

４級
１係長またはこれに相当する
職務
２主査の職務

39 12

３級 特に高度の知識または経験を
必要とする業務を行う職務 68 21

２級
定型的な業務を行う職務

45 14
１級 19 6
計 321 100

●期末・勤勉手当

期末手当 勤勉手当

６ 月 期 1.25月分 0.70月分

12 月 期 1.50月分 0.70月分

計 2.75月分 1.40月分

加算措置 ● 職制上の段階、職務の級等による
加算措置あり
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●扶養手当

●通勤手当

●特殊勤務手当

●育児休業の取得状況

扶 養 親 族 配偶者が
扶養親族

配 偶 者 が
扶養親族でない 配偶者なし

配　　偶　　者 13,000円 ─ ─
子・父母等のうち1人目 6,500円 6,500円 11,000円
子・父母等のうち2人目 6,500円 6,500円 6,500円
その他の扶養親族 6,500円 6,500円 6,500円
15～22歳の子の加算 5,000円 5,000円 5,000円
※扶養親族とは、主として職員に扶養されている者。
子とは、満22歳に達する日以降の最初の３月31日ま
での間にある子。

支　給　月　額
●自動車等を使用し通勤距離が２㎞以上の者に支給される。

●   2㎞～   5㎞未満
●   5㎞～ 10㎞未満
● 10㎞～ 15㎞未満
● 15㎞～ 20㎞未満
● 20㎞～ 25㎞未満
● 25㎞～ 30㎞未満
● 30㎞～ 35㎞未満
● 35㎞～ 40㎞未満
● 40㎞～ 45㎞未満
● 45㎞～ 50㎞未満
● 50㎞～ 55㎞未満
● 55㎞～ 60㎞未満
● 60㎞以上

 2,000円
4,100円
6,500円
8,900円
11,300円
13,700円
16,100円
18,500円
20,900円
21,800円
22,700円
23,600円
24,500円

年　　　度 平成20年度
手 当 支 給 職 員 数 102人
支 給 総 額 1,089万4千円
職員1人あたりの平均支給額 106,800円
手 当 の 種 類 19種類

代
表
的
な
手
当

名　　称 支　給　対　象

市税事務従事手当 市税徴収金の徴収および
税務業務に従事する職員

上 水 道 施 設 修 理
従 事 手 当

上水道施設の修理業務に
従事する職員

ケースワーカー業務
従 事 手 当

福祉に関する業務に専ら
従事する職員

清掃業務従事手当 ごみ収集業務等に従事す
る職員

汚 水 処 理 作 業
従 事 手 当

汚水処理業務に従事する
職員

感染症防除等業務
従 事 手 当

感染症等防除業務に従事
したとき

行路病人・死亡人
取扱業務従事手当

行路病人・死亡人の取扱
業務に実地に従事したとき

（9） 国との給料月額の水準比較
　　（ラスパイレス指数）の状況

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給料を100と
した場合の市職員の給与水準を示したものです。

（1） 勤務時間の状況（平成20年度）

（2） 休暇制度の状況（平成20年度）

　（平成20年度に新たに育児休業を取得した職員数）

年 度 平成21年度

一 般 行 政 職 99.6

勤　
　

務　
　

時　
　

間　
　

な　
　

ど

本庁などの場合
　月曜日～金曜日（休日除く）
　　勤務時間：8時30分～ 17時15分
　　うち休憩時間45分

保育所の場合
　月曜日～金曜日（休日除く）
　　勤務時間：7時30分～ 19時までの間で
　　　　　　　8時間（時差勤務）
　　うち休憩時間45分
　土曜日（休日除く）
　　勤務時間：8時～ 17時30分までの間で
　　　　　　　8時間（時差勤務）
　　うち休憩時間45分

幼稚園の場合
　月曜日～金曜日（休日除く）
　　勤務時間：7時45分～ 17時15分までの間で
　　　　　　　8時間（時差勤務）
　　うち休憩時間45分

年 次 有 給
休暇の概要

制　度　概　要 平均取得日数

１年度につき20日付与。
現年度付与分のみ翌年
度に繰り越し可。

12.5日

区　　分 育児休業取得者数（人）

男 性 職 員 0

女 性 職 員 4

計 4

3 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
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●特別休暇

主　

な　

特　

別　

休　

暇　

な　

ど

種　　類 内容、取得条件等 付　与　日　数
ド ナ ー 休 暇 職員が骨髄移植のための骨髄液の提供者として、検査、入院

等が必要なとき 必要期間

結 婚 休 暇 職員の結婚に伴う必要と認められる行事等 10日を超えない期間
産 前 休 暇 ８週間以内（多児出産の場合は14週間）に出産予定である職員 出産の日までの申出期間
産 後 休 暇 職員が出産したとき ８週間以内の期間

育児時間休暇 生後満１年に達しない子を育てる職員が、必要と認められる授乳
等を行うため勤務しないことがやむを得ないと認められるとき 1日2回それぞれ30分以内の期間

妊娠通勤緩和休暇 妊娠中の職員が、通勤に伴う負担を緩和するため勤務しないことがやむを得ないと認められるとき 1日60分以内の期間

妊娠または分
ぶん
娩
べん
後

の保健指導または
健 康 診 査 休 暇

妊娠中または分娩後に母子保健法第10条または第13条に規定
する保健指導または健康診査を受ける場合

区分　妊娠７月　　　　　4週間に1回
　　　妊娠８～９月　　　2週間に1回
　　　妊娠10～分娩まで　1週間に1回
　　　分娩後１年まで　　　　　 1回

生 理 休 暇 生理日において勤務することが著しく困難な場合 ３日を超えない範囲で必要と認められる期間
妊娠障害休暇 職員が妊娠障害のため勤務が著しく困難な場合 当該妊娠期間中、７日の範囲内
配偶者出産休暇 職員が妻の出産に伴い出産の付き添い等の場合 出産のため入院等する日から、出

産から2週間の期間で３日以内
子の看護休暇 小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員が、その

子を看護する必要があるとき １つの年に５日以内

忌 引 休 暇 職員の親族が死亡したとき
続柄に応じて付与
　　　配偶者　　10日以内
　　　血族父母　10日以内
　　　〃　　子　７日以内
　　　姻族父母　３日以内　等

リフレッシュ休暇 在職期間が10年、15年、20年、25年、30年、35年、または40年に達した職員が心身のリフレッシュを図るとき
在職　10年20年30年または40年　5日以内
　　　15年25年または35年　　　3日以内

夏 期 休 暇 夏期における諸行事、心身の健康の保持および増進等を行うとき 7月から9月までの期間で、7日以内

処分者等の状況（平成20年4月1日～平成21年3月31日）
分限処分 懲戒処分
処分内容 処分者数（人）
免　職 0
降　任 0
休　職 7
降　給 0
失　職 0

処分内容 処分者数（人）
免　職 1
停　職 0
減　給 7
戒　告 0
訓告等 0

4 職員の分限および懲戒処分の状況

職員服務の基準（地方公務員法第32条～38条関係）
　地方公務員法第30条に「すべて職員は、全体の奉
仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務
の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しな
ければならない。」と規定されています。職員には、
命令に従う・秘密を守るなどの義務や信用失墜行為・
争議行為の禁止などが課されています。

5 職員の服務の状況

高度化、多様化する住民ニーズに的確に対応するた
め、職員の資質・勤務能率の向上に努めています。
　　　（平成20年４月１日～平成21年３月31日）

研修の名称（派遣研修） 受講者延べ人数 研修の内容
派　遣　研　修
（徳島県自治研修センター）
（市町村アカデミー）等

154
法制執務・パソコン研修・
契約事務講座・民法講座
等・財政運営・法令実務

職 場 内 研 修 380 人権研修・接遇研修・
メンタルヘルス研修

合　　計 534

6 職員の研修の状況

（病気による休職） （地方公務員法第29条に基づく処分）

★ 人事行政の運営状況はホームページでも公開
しています。

市ホームページアドレス
　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp
●問い合わせ　市総務課 ☎　  223122○

（1） 公平委員会の概要
　公平委員会は、地方公務員法第７条第２項の規定
により設置されており、その権限は同法第８条第２
項において定められております。その主な内容は次
のとおりです。
•職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する
　措置の要求を審査し、判定し、および必要な措置
　を執ること
•職員に対する不利益な処分についての不服申し立
　てに対する決裁または決定をすること
•職員の苦情を処理すること

（2） 公平委員会の業務状況

業　務　の　種　別 件　　数

勤務条件に関する措置の要求の状況 ０　件

不利益処分に関する不服申し立ての状況 ０　件

苦情の処理の状況 ０　件

7 公平委員会に係る業務の状況
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　農地法の改正により、相続などによる農地の権利取得を農業委員会がきちん
と把握し、農地の有効利用に努めます。

●問い合わせ　市農業委員会事務局　☎　  2227○22

農地を相続したときは・・・

手続きは簡単です。農業委員会の窓口までお越しください！

農地の相続等の届け出のお願い

農業委員会（市役所２階）

に届け出をお願いします

　農業委員会では、例えば、相続した方が地元を離れていて、自分
では手入れができない場合に、農地の管理についての相談や、地元
で借り手を探すなどのお手伝いをします。

農地の相続等の届け出のお願い

農地を相続したん
だけど、どうした
らいいの？

川
島
薬
草
園

〈表紙写真〉

ス
イ
セ
ン　

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科

　

川
島
薬
草
園
に
あ
る
ス
イ
セ

ン
は
、多
年
生
の
球
根
植
物
で
、

本
州
以
南
の
比
較
的
暖
か
い
海

岸
近
く
で
野
生
化
し
、
群
生
が

見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
で

観
賞
用
と
し
て
も
多
く
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

冬
か
ら
春
に
か
け
て
、
直
径

３
セ
ン
チ
く
ら
い
の
白
色
の
花

が
横
向
き
に
数
個
咲
き
ま
す
。

　

球
根
は
、
す
り
お
ろ
し
て
、

布
で
し
ぼ
っ
た
汁
に
、
小
麦
粉

を
少
量
ず
つ
加
え
な
が
ら
ク
リ

ー
ム
状
に
よ
く
練
り
ま
す
。
そ

し
て
患
部
に
直
接
塗
布
し
、
ガ

ー
ゼ
で
押
さ
え
る
と
、
肩
こ

り
、
腫
れ
物
、
乳
腺
炎
と
く
に

乳
腫
に
効
果
的
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
　
（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）
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まちづくり振興事業の募集について（平成22年度分）

　吉野川市では、地域の振興を図るため、自主的および積極的な公益活動を行う団体を財政支援します。
　この財政支援は、平成21年度から平成23年度の３カ年限定の制度です。
　平成22年度分から、これから活動を考えている方々、設立後間もない団体を支援するため、新しいコー
ス（立ち上げ支援コース）を設けました。（応募時に団体が設立していることが条件となります。）

　平成22年２月10日（水）～平成22年３月31日（水）必着

　吉野川市内で実施する地域振興に資する公益的事業で、平成22年度内に実施し、かつ、完了するもの。
　他の補助金・助成金を受ける事業は除きます。

　各コースで応募資格が異なるところがありますので，注意してください。
・公益的事業を行う団体とします。個人では応募できません。
・法人格の有無は問いませんが、次の要件をすべて満たしていることが必要です。

　１事業につき１カ年度限り、活動支援コースは30万円、立ち上げ支援コースは10万円を限度とします。
　補助対象経費は、事業に直接必要な経費に限ります。食糧費や備品購入費など補助対象外とする経費が
ありますので募集要項でご確認ください。

　応募できる件数は１団体１件とします。活動支援コースと立ち上げ支援コースの併用はできません。

　応募書類をもとに、選定委員会において選定し（平成22年４月）、採択・不採択等の審査結果を連絡し
ます。その後、採択された団体からの申請により予算に基づき交付決定を行います。また選定委員会では、
応募団体から事業内容について聞き取りを行うため、代表者等の出席をお願いすることがあります。

　募集要項、応募書類は、企画財政課（市役所３階）、支所地域課（川島・山川・美郷）で配付します。ま
た市ホームページからもダウンロードできます。http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

応募受付期間

対象事業

応募資格

支援内容

選考方法

募集要項

応募可能件数

　活動支援コース 立ち上げ支援コース
（１）吉野川市内に活動拠点がある

（２）吉野川市内における活動実績が１年以上ある （２）活動実績は問わない（設立後３年以内の団体）
（３） 構成員の数がおおむね10人以上であり、　　

吉野川市民が過半数を占める
（３） 構成員の数が５人以上であり、吉野川市民が

過半数を占める
（４）  団体運営について規約等を有し、予算や決算、

事業報告を適正に行っていること
（４） 団体運営について規約等を有し、予算や決算、

事業報告を適正に行っていること
　　活動実績がない団体は，予算や年間の事業
　　予定を計画していること

（５） 政治上の主義もしくは施策、または、宗教上の教義を推進し、支持し、またはこれに反する活動
を行っていないこと

〔　　　　　　　　〕

●問い合わせ
　　〒776－8611　吉野川市鴨島町鴨島115番地１　吉野川市企画財政課企画政策係
　　TEL：22-2221　FAX：22-2244　E-mail：kikaku@city.yoshinogawa.lg.jp
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粗大ごみの減量化を目的に、家庭にある不用品を交換または再利用

「申込書」に必要事項を記入のうえ、FAXまたは持参にてお申し込みください。
場所に限りがありますので、先着順に受け付けし、定数に達し次第締め切ります。
なお、このフリーマーケットは家庭内の不用品を対象としておりますので、　業者の方
の出店はご遠慮願います。当日でも、撤去してもらう場合があります。

 ○粗大ごみの減量化を目的に、家庭にある不用品を交換または再利用する物
 ×社会通念上ならびに法律に違反する物品の販売は禁止
   　　　①ポルノ、刀剣、盗品、コピー商品、また飲食品全般と医薬品等は禁止
　　　   ②携帯電話等、別途契約事項の生じる物や露店商と見なされるものは禁止
　　　   ③飲食物の販売は、主催者が許可した場合を除き一切できません。
　以上の物の販売は、出店者やお客さまに迷惑になり、主催者側の信用問題になるためご遠慮ください。

家庭内の不用品をリサイクルしませんか？

 吉野川市フリーマーケット開催日程表 吉野川市フリーマーケット開催日程表
回　数 開　催　年　月　日 開　催　場　所
第１回 3月28日（日）午前10時～午後3時 吉野川市役所イベント広場
第２回 4月25日（日）午前10時～午後3時 吉野川市役所イベント広場
第３回 5月30日（日）午前10時～午後3時 吉野川市役所イベント広場
第４回 6月27日（日）午前10時～午後3時 吉野川市役所イベント広場
第５回 7月25日（日）午前10時～午後3時 吉野川市役所イベント広場
第６回 8月29日（日）午前10時～午後3時 吉野川市役所イベント広場
第７回 9月26日（日）午前10時～午後3時 吉野川市役所イベント広場
第８回 10月31日（日）午前10時～午後3時 吉 野 川 市 役 所 駐 車 場
第９回 11月28日（日）午前10時～午後3時 吉野川市役所イベント広場
第10回 12月26日（日）午前10時～午後3時 吉野川市役所イベント広場

第１回

●問い合わせ・申し込み
吉野川市　市民部　環境局　環境企画課

〒776-8611　吉野川市鴨島町鴨島１１５番地１
ＴＥＬ２２ー２２３０　ＦＡＸ２２－２２４７

市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

フリーマーケットで売っても良い物＆悪い物

吉野川市フリーマーケット

 吉野川市フリーマーケット開催日程表

と　き：３月２８日（日）午前10時～午後3時

ところ：吉野川市役所 西側イベント広場

※出店者募集中 　出店料：無料
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吉野川市フリーマーケット出店申込書
吉野川市フリーマーケット参加規約を守り申し込みします。 

※吉野川市フリーマーケット参加規約は、市ホームページをご覧ください。
　市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

申し込み日 ２０１０ 年　　　月　　　　日

出店する日 ２０１０ 年　　　月　　　　日
フリガナ

名　　前

生年月日 （大正・昭和・平成）　　　 　年　　　 　月　　 　　日

未成年の場合
保護者名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

住　 所 〒

電話番号

携帯番号

FAX番号

e-mail

出品物
できるかぎり具体的
にお書きください

出店方法 手持ち出店　・　車出店

◎事業系一般廃棄物は事業者の負担で処理をお願いします。
事業所のごみの収集は、市では行いません。

　ただし、店舗併用住宅等、住居で事業を営んでいる場合はこの限りではありません。
　一般廃棄物の約30％を占めている事業系ごみについて100％事業者に処理していただくとごみ処理
費の中で市の負担が約30％減額されます。事業者の方は、下記にお問い合わせください。

◆吉野川市事業系一般廃棄物収集運搬業許可業者（許可順）
業 者 名 電 話 番 号 事 業 所 所 在 地

（有）クリーンエンゼル ２５－３６３６ 川島町山田字芝生39-6
中央クリーンセンター ２４－６６１１ 鴨島町鴨島370-1
あけぼの清掃 ２４－７６６０ 鴨島町牛島字宮間裏1905-1
（有）ロータス中央 ４２－２２７４ 山川町川田640-4
（有）パブリック ２６－０４３０ 鴨島町牛島1905
新興建設（株） ２４－２７０１ 鴨島町西麻植字新田37



受賞者の工藤直己さん

瑞宝双光章を受章した勢登治義さん

感謝状を授与された大内武さん（写真右）
と竹中俊治さん（写真左）

味や香りの違う梅酒を
楽しみました
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１
月
16
日
、
高
知
市
春
野
総
合

運
動
公
園
で
、
全
国
小
学
生
タ
グ

ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大
会
の
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
国
各
県
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
予
選

リ
ー
グ
戦
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

川
田
西
小
レ
ッ
ド
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
全
国
小
学
生
タ
グ
ラ
グ

ビ
ー
選
手
権
大
会
四
国
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
２
連
覇
!!

キ
レ
イ
の
さ
と　

美
郷

「
梅
酒
ま
つ
り
」が
開
催

戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
徳
島
県
勢
と
し
て
初
の

四
国
制
覇
、
全
国
大
会
で
も
ベ
ス

ト
８
入
り
を
果
た
し
た
川
田
西
小

レ
ッ
ド
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
は
、
予
選

リ
ー
グ
を
１

位
で
通
過
し
、

決
勝
で
北
条

（
愛
媛
）
に

４-

３
と
勝

利
し
て
み
ご

と
優
勝
。
四

国
大
会
２
連

覇
を
果
た
し
、

昨
年
度
に
続

い
て
全
国
大

会
へ
の
切
符

を
手
に
し
ま

　

11
月
20
日
、
鴨
島
地
区
民
生
・

児
童
委
員
の
工
藤
直
己
さ
ん
（
鴨

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

島
町
鴨
島
乙
）
が
、
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
、
地
域
福
祉
の
向

上
の
た
め
多
年
に
わ
た
り
、
活
動

に
精
励
さ
れ
て
い
る
人
に
授
与
さ

れ
る
も
の
で
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
名
誉
あ
る
表
彰
で
す
。

　

工
藤
さ
ん
は
、
昭
和
53
年
か
ら

現
在
ま
で
鴨
島
地
区
の
３
自
治
会

を
担
当
区
域
と
し
、
地
域
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
献
身
的
に
取

り
組
ま
れ
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
。

　

２
月
27
・
28
日
に
東
京
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
で
も
、
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
な
い
心
と
固
い
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
川
田
西
小
旋
風
を
起

こ
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
ご
声
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

11
月
５
日
、
県
庁
で
平
成
21
年

秋
の
叙
勲
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
元

消
防
団
美
郷
方
面
団
長
の
勢
登
治

義
さ
ん
（
美
郷
字
平
＝
73
歳
）
が
、

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
叙
勲
は
、
消
防
団
員
と
し

て
消
防
の
公
務
に
長
年
に
わ
た
り

従
事
し
優
秀
な
成
績
を
挙
げ
た
方

に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
勲
章
で
、

勢
登
さ
ん
の
41
年
間
に
わ
た
る
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

消
防
関
係
表
彰

　

12
月
１
日
、
徳
島
中
央
広
域
連

合
西
消
防
署
の
玉
井
由
紀
雄
署
長

か
ら
、
元
消
防
団
員
の
大
内
武
さ

ん
（
美
郷
字
宗
田
＝
67
歳
）
と
竹

中
俊
治
さ
ん
（
同
＝
63
歳
）
に
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
10
月
31
日
に

美
郷
字
宗
田
の
墓
地
で
発
生
し
た

火
災
に
お
い
て
、
危
険
を
顧
み
ず

初
期
消
火
を
行
い
、
被
害
の
軽
減

に
協
力
し
た
こ
と
に
対
し
て
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

全
国
初
の
「
梅
酒
特
区
」
を
活

用
し
て
、「
美
郷
の
梅
と
美
郷
産

梅
酒
」
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
梅
酒

を
通
じ
て
生
産
者
等
と
消
費
者
の

交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
キ
レ
イ
の
さ
と　

美
郷

（
梅
酒
ま
つ
り
）」
が
、
11
月
28
・

29
日
の
２
日
間
、
吉
野
川
市
ふ
る

さ
と
セ
ン
タ
ー
を
メ
ー
ン
会
場
と

し
て
、
梅
酒
製
造
場
や
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
等
を
巡
る
梅
酒
飲
み
比
べ
、

梅
酒
・
梅
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
レ

シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
、
地
元
特
産
品

即
売
会
等
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外

か
ら
訪
れ
た
約
７
０
０
人
の
愛
飲

家
等
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
支
援
事
業
助
成
金
を
美

郷
梅
酒
ま
つ
り
実
行
委
員
会
が
受

け
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
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介
護
予
防
い
き
い
き

講
演
会
開
催

子
ど
も
た
ち
に
新
し
い

遊
具
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
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11
月
26
日
に
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
12
月
9
日
に
鴨
島
公
民
館

で
、
介
護
予
防
い
き
い
き
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

麻
植
協
同
病
院
副
院
長
の
三
上
浩

先
生
、
鴨
島
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
長
の
田
村
英
司
先
生
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。
前
半
は
、
三

上
先
生
か
ら
関
節
の
痛
み
の
治
療

方
法
等
に
つ
い
て
の
講
演
、
後
半

は
、
田
村
先
生
に
よ
る
介
護
予
防

体
操
の
実
技
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鴨
島
公
民
館
で
は
、
城

西
病
院
副
院
長
の
植
村
桂
次
先
生

を
お
迎
え
し
、
認
知
症
の
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
と
そ
の
適
切
な
対
処
方

法
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

12
月
24
日
、清
流
グ
ル
ー
プ（
代

表
者　

小
倉
八
重
子
さ
ん
）
か
ら
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
遊
具

（
ト
ン
ネ
ル
、
ま
ま
ご
と
セ
ッ
ト
）

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

12
月
19
・
20
日
、
美
郷
の
高
開

地
区
で
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

（
美
郷
宝
さ
が
し
探
検
隊
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
前
日
か
ら
の
降
雪
で

　

12
月
29
・
30
日
、
市
消
防
団
の

年
末
警
戒
が
各
方
面
の
消
防
団
ご

と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
が
車
や
徒
歩
で
、
市

民
の
方
に
火
の
用
心
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

１
月
４
日
か
ら
３
日
間
、
徳
島

県
内
を
コ
ー
ス
と
す
る
徳
島
駅
伝

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
は
、
10
位
と
前
回
よ

り
順
位
を
落
と
し
ま
し
た
が
、
チ

ー
ム
表
彰
と
し
て
第
１
日
目
で
敢

闘
賞
、
ま
た
個
人
表
彰
と
し
て
犬

伏
寛
実
選
手
（
鴨
島
町
知
恵
島
）

が
敢
闘
賞
に
選
ば
れ
、
来
年
に
つ

な
が
る
走
り
を
し
ま
し
た
。

参加者からの質問に答える三上先生

認知症の症状を説明する植村先生

寄贈されたトンネル、ままごとセット

市民を守る消防団員たち

体
操
を
紹
介
す
る
田
村
先
生

　

講
演
に
は
両
会
場
あ
わ
せ
て
約

３
５
０
人
の
方
が
来
場
さ
れ
、
講

演
終
了
後
に
は
講
師
の
先
生
に
積

極
的
に
質
問
す
る
来
場
者
の
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

消
防
団
年
末
警
戒

第
56
回
徳
島
駅
伝

　

清
流
グ
ル
ー
プ
が
ア
ル
ミ
缶
を

集
め
た
収
益
で
、
購
入
し
た
も
の

で
す
。

ライトアップされた石積みが、美郷の冬
空に神秘的な雰囲気を醸し出す

ジャンベのリズムを聴きながら、あめ湯
のサービスを受ける観客たち

う
っ
す
ら
と
雪
化
粧
を
し
た
石
積

み
が
、
並
べ
ら
れ
た
ラ
イ
ト
で
照

ら
さ
れ
、
美
郷
の
冬
空
に
優
美
で

幻
想
的
な
光
景
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
ま
し
た
。
ま
た
、
訪
れ
た
人
々

は
、
ジ
ャ
ン
ベ
（
ア
フ
リ
カ
の
民

族
楽
器
）
の
演
奏
を
聴
い
た
り
あ

め
湯
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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平
成
22
年

吉
野
川
市
成
人
式

　

１
月
３
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
22
年
の
成
人
式
が

開
催
さ
れ
、
新
成
人
３
８
６
人
が

出
席
し
ま
し
た
。（
表
紙
写
真
）

　

鴨
島
鳳
翔
太
鼓
の
演
奏
に
引
き

続
き
、
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ

ま
し
た
。
教
え
を
受
け
た
中
学
校

の
先
生
方
の
姿
が
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
る
と
、
新
成
人
か
ら

は
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
長
や
来
賓
の

方
々
の
祝
辞
を
受
け
、
新
成
人
を

代
表
し
て
明
石
彩
佳
さ
ん（
美
郷
）

が
、「
一
人
一
人
が
責
任
あ
る
行

動
を
と
り
、
地
域
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

新
成
人
と
市
長
と
の
座
談
会

　

１
月
16
日
、
市
役
所
で
新
成
人

と
市
長
が
、
市
の
将
来
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
す
座
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

新
成
人
の
代
表
４
人
と
市
長
ほ

か
市
の
幹
部
ら
が
出
席
し
、
新
成

人
に
地
元
の
魅
力
や
要
望
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
新
成
人
は
地
元
の
魅

力
を
「
自
然
に
ふ
れ
て
成
長
で

き
、
山
川
の
バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク
が

よ
い
」「
都
会
に
く
ら
べ
落
ち
着

け
る
と
こ
ろ
が
よ
い
」
な
ど
語
り

ま
し
た
。
ま
た
、
要
望
に
つ
い
て

「
映
画
館
が
西
の
ほ
う
に
あ
れ
ば

い
い
」「
美
郷
の
ホ
タ
ル
ま
つ
り

の
と
き
の
駐
車
場
が
少
な
い
」
な

ど
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

新成人の代表で組織する実行委員会の皆さ
んが、式典の司会進行などで活躍しました

あいさつをする実行委員
長の寒川功也さん

新成人を代表して謝辞を
述べる明石彩佳さん

新成人からは、たくさんの意見が出されました

座談会の様子
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社
会
的
な
慣
習
や
制
度
、
文
化

な
ど
に
よ
り
つ
く
ら
れ
た
性
差
の

こ
と
を
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
い
い

ま
す
。
女
性
だ
か
ら
、
男
性
だ
か

ら
と
い
う
理
由
で
自
由
な
選
択
が

で
き
な
い
社
会
は
、
平
等
な
社
会

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

社
会
制
度
上
だ
け
で
な
く
、
家

庭
や
職
場
、
学
校
な
ど
あ
ら
ゆ
る

場
で
の
慣
行
に
お
い
て
も
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
が
男
女
の
生
き
方
を
縛
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

女
性
も
男
性
も
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
変
化
し
、
今
ま
で
の
よ
う
な

固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
た
生
き
方

で
は
、
お
互
い
の
可
能
性
を
十
分

に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

女
性
と
男
性
が
伸
び
や
か
に
生
き

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
つ
く
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
っ
て
な
あ
に
？

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
企
画
財
政
課　
☎
㉒
２
２
２
１

「
社
会
的
性
別
」（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）

一人一人がジェンダーの視点に立って、自分自身の生活や社会のさまざまな場面を見直して
いくことが必要です。

　

１
月
10
日
、
川
島
体
育
館
で
、

吉
野
川
市
消
防
団
の
出
初
式
が
開

催
さ
れ
、
功
労
者
へ
の
表
彰
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

徳
島
県
知
事
表
彰

▼
桒
原
隆
（
鴨
島
方
面
第
７
分
団

長
）
▼
西
浦
克
男
（
鴨
島
方
面
第

９
分
団
長
）
▼
平
島
一
彦
（
鴨
島

方
面
第
10
分
団
長
）
▼
阿
部
耕
一

（
川
島
方
面
第
１
分
団
団
員
）
▼

柳
本
義
雄
（
川
島
方
面
第
10
分
団

長
）
▼
瀬
川
勝
之
（
山
川
方
面
第

２
分
団
副
分
団
長
）
▼
尾
島
博
之

（
山
川
方
面
第
３
分
団
副
分
団
長
）

▼
脇
本
啓
二
（
山
川
方
面
第
４
分

吉
野
川
市
消
防
団
出
初
式

団
副
分
団
長
）
▼
藤
村
和
行
（
美

郷
方
面
第
４
分
団
長
）

徳
島
県
消
防
協
会
表
彰

◇
功
績
章

▼
田
中
幸
治
（
鴨
島
方
面
第
２
分

団
長
）
▼
吉
川
進
（
鴨
島
方
面
第

５
分
団
長
）
▼
筒
井
節
男
（
鴨
島

方
面
第
12
分
団
長
）
▼
後
藤
田
武

志
（
川
島
方
面
第
５
分
団
長
）
▼

原
和
利
（
川
島
方
面
第
７
分
団
副

分
団
長
）
▼
篠
原
和
久
（
山
川
方

面
第
１
分
団
長
）▼
原
田
晴
樹（
山

川
方
面
第
２
分
団
長
）
▼
後
藤
田

忠
士
（
美
郷
方
面
第
２
分
団
長
）

◇
精
績
章

▼
岡
田
守
雄
（
鴨
島
方
面
第
３
分

団
長
）
▼
片
岡
義
章
（
鴨
島
方
面

第
11
分
団
長
）
▼
吉
田
幸
資
（
鴨

島
方
面
第
３
分
団
副
分
団
長
）
▼

石
田
昌
俊
（
鴨
島
方
面
第
７
分
団

副
分
団
長
）
▼
森
靖
（
鴨
島
方
面

12
分
団
副
分
団
長
）
▼
内
田
新
（
川

島
方
面
第
２
分
団
長
）
▼
橋
本
光

広
（
川
島
方
面
第
３
分
団
副
分
団

長
）
▼
大
久
保
浩
一
（
川
島
方
面
第

９
分
団
副
分
団
長
）▼
吉
尾
俊
二（
山

川
方
面
第
１
分
団
副
分
団
長
）
▼

西
岡
謙
二
（
山
川
方
面
第
８
分
団

副
分
団
長
）
▼
佐
藤
德
伸
（
山
川

方
面
第
４
分
団
部
長
）
▼
井
上
理

（
山
川
方
面
本
団
部
長
）
▼
川
端
俊

宏
（
山
川
方
面
本
団
部
長
）
▼
花

平
俊
行
（
美
郷
方
面
第
６
分
団
副

分
団
長
）
▼
井
上
勝
行
（
美
郷
方

面
第
１
分
団
部
長
）
▼
後
藤
田
博

之
（
美
郷
方
面
第
２
分
団
部
長
）

　

こ
の
ほ
か
、
徳
島
県
消
防
協
会

長
感
謝
状
（
内
助
の
功
）
が
３
人

の
方
に
、
吉
野
川
市
分
会
長
表
彰

が
34
人
に
、
吉
野
川
市
長
表
彰
が

33
人
に
、
吉
野
川
市
消
防
団
長
表

彰
が
４
の
分
団
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
消
防
団
員
へ
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

市民の生命と財産を守るため日々励んでいる消防団員

各表彰・感謝状を受け取る受賞者



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

平
成
21
年
４
月
か
ら
９
月
の
間

に
新
規
に
要
介
護
認
定
を
さ
れ

た
皆
さ
ん
へ

重
度
心
身
障
害
者
保
険
料
助
成
の
申
し
込
み

奨
学
金
貸
与
の
申
し
込
み

吉
野
川
市
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た

　

昨
年
４
月
、
要
介
護
認
定
の
見
直
し

の
た
め
、
認
定
調
査
項
目
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
認
定
の
ば
ら
つ
き
は
是

正
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
軽
度
者
の
割

合
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り
、
昨
年
10
月
よ
り
新
た
に
認
定
方

法
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

①
こ
の
間
に
新
規
申
請
で
「
非
該
当
」

と
判
定
さ
れ
た
方
で
、
実
情
と
一
致
し

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
再
申
請

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
こ
の
間
に
新
規
申
請
で
「
要
支
援
１
、

２
」
ま
た
は
「
要
介
護
１
〜
５
」
と
認

定
さ
れ
た
方
で
、
実
情
と
一
致
し
て
い

な
い
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
有
効
期
間

終
了
前
で
あ
っ
て
も
区
分
変
更
申
請
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
、
希
望
ど
お
り
の
要
介
護

認
定
結
果
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い

る
場
合
は
、
相
談
の
上
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

市
介
護
保
険
課　
　
　
☎
㉕
６
６
２
６

　

重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
助
成
の

対
象
者
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

障
害
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
保

険
料
が
増
額
と
な
っ
た
方
（
65
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
方
対
象
）
に
対
し
、
平
成

20
年
度
・
平
成
21
年
度
に
限
り
そ
の
増

額
分
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

助
成
の
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
の
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

市
福
祉
総
務
課　

障
害
福
祉
係

☎
㉕
６
６
１
３

氏
名　

梯　

輝
安
さ
ん（
山
川
町
若
宮
）

と
き　

３
月
２
日
㈫
午
後
３
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

川
島
庁
舎
２
階　

大
会
議
室

テ
ー
マ　

認
知
症
の
予
防
と
対
処
法

講
師　

徳
島
病
院　

乾
医
師

国
立
病
院
機
構　

徳
島
病
院

☎
㉔
２
１
６
１

市
健
康
推
進
課　
　
　
☎
㉕
６
６
１
５

　

平
成
22
年
度
の
奨
学
金
貸
与
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
与
要
件

①
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
進
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
方

②
向
学
意
欲
が
旺
盛
で
成
績
が
優
秀
な

方③
市
内
に
２
年
以
上
住
所
を
有
す
る
方

の
子
。
父
・
母
と
も
に
い
な
い
方
は
、

本
人
が
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

貸
与
月
額

●
高
等
学
校　

県
立
高
等
学
校
の
全
日

制
課
程
の
授
業
料
に
相
当
す
る
金
額

（
１
０
０
０
円
未
満
端
数
切
り
捨
て
）

●
国
立
大
学　

２
万
円

●
私
立
大
学　

２
万
５
０
０
０
円

142010年（平成22年）2月10日

広報よしのがわ

ごみ指定袋には、自治会名・氏名を必ず書いて出しましょう！

貸
与
金
の
償
還

　

大
学
卒
業
の
場
合
は
15
年
以
内
、
高

校
卒
業
の
場
合
は
20
年
以
内
の
均
等
償

還※
貸
与
金
は
無
利
子
で
す
。

必
要
書
類

①
奨
学
金
貸
与
申
請
書

②
所
得
証
明
書
（
子
ど
も
を
除
く
世
帯

全
員
分
）

③
住
民
票
の
写
し
（
世
帯
全
員
）

④
成
績
証
明
書

⑤
誓
約
書
な
ど

※
申
請
関
係
書
類
は
学
校
教
育
課
（
山

川
庁
舎
１
階
）ま
た
は
支
所
地
域
課（
鴨

島
・
川
島
・
美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　

３
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬

市
学
校
教
育
課　
　
　
☎
42
４
１
１
４

担
当
地
区　

諏
訪
・
諏
訪
東
・
ほ
た
る

川
・
諏
訪
中
部

　

各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
福
祉
総
務
課 　
　
　
☎
㉕
２
１
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp
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み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

の
で
当
日
忘
れ
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
平
成
21
年
10
月
に
鴨
島
公
民
館
で
開

催
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
講
習
（
前
期
）
を

受
講
さ
れ
た
方
は
、
今
回
は
受
講
で
き

ま
せ
ん
。

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
５

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

造
林
用
苗
木
の
申
し
込
み

「
高
越
山
・
中
の
郷
に
桜
を
咲

か
そ
う
!!
」
参
加
者
募
集

手
話
通
訳
等
業
務
臨
時
職
員
募
集

　

造
林
用
苗
木
の
注
文
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
次
の
価
格
表
を
参
考
に
ご
注

文
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
ぎ
苗
に
つ
い

て
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
品
切

れ
の
際
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

  

苗
木
の
配
布
時
期
は
、
３
月
初
め
の

予
定
で
す
。
配
布
日
、
配
布
場
所
等
に

つ
い
て
は
、
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。

内
容
／
定
員
（
市
内
在
住
の
方
）

Ⓐ
パ
ソ
コ
ン
基
礎
（
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

申
込
期
間　

３
月
３
日
㈬
午
前
８
時
30

分
か
ら
電
話
で
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
後
、
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん

　

高
越
山
に
は
、
船
窪
つ
つ
じ
公
園
や

高
越
寺
等
の
名
所
・
旧
跡
が
あ
り
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
社
団
法
人
と
く

し
ま
森
と
み
ど
り
の
会
」
で
は
、
新
た

な
桜
の
名
所
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
登
山
道
の
中
腹
に
あ
る
中
の
郷
で

「
中
の
郷
に
桜
を
咲
か
そ
う
!!
」
を
合

言
葉
に
、
み
ん
な
の
森
造
成
事
業
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
元
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
元
気
や
ま
か
わ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

協
働
し
、
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

高
越
山
で
桜
苗
木
の
植
樹
を
行
っ
て
み

ん
な
の
森
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

２
時
ご
ろ

内
容　

桜
苗
木
の
植
樹

申
込
期
限　

２
月
26
日
㈮

阿
波
麻
植
森
林
組
合　
☎
㉕
３
９
４
７

15 2010年（平成22年）2月10日

広報よしのがわ

パ
ソ
コ
ン
講
習
後
期
受
講
者
募
集

「生ごみ」はリサイクルできる「資源」です

区　

分

種
類
・
規
格

苗
長（
㎝
）
価
格（
円
）

す
ぎ
２
年
生

35
〜
65

90

ひ
の
き
２
年
生

35
〜
65

95

く

ぬ

ぎ

40
上

85

く
ろ
ま
つ

20
〜
40

60

開催日時 ３月９日㈫ ３月10日㈬ ３月11日㈭

午前９時
　　　～正午

①パソコン
　基礎

④ワープロ
　入門

⑦表計算
　入門

午後1時30分
　～4時30分

②パソコン
　基礎

⑤ワープロ
　入門

⑧表計算
　入門

午後６時
　　　～９時

③パソコン
　基礎

⑥ワープロ
　入門

⑨表計算
　入門

的
な
操
作
）
／
各
10
人
×
３
回

Ⓑ
ワ
ー
プ
ロ
入
門
（
ワ
ー
ド
の
基
本
的

な
機
能
を
紹
介
）
／
各
10
人
×
３
回

Ⓒ
表
計
算
入
門
（
エ
ク
セ
ル
の
基
本
的

な
機
能
を
紹
介
）
／
各
10
人
×
３
回

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階

視
聴
覚
室

受
講
料　

無
料

募
集
人
員　

60
人
程
度

申
込
締
切  

３
月
19
日
㈮

市
農
林
業
振
興
課
内
（
社
）
と
く
し
ま

森
と
み
ど
り
の
会
吉
野
川
市
支
部　
　

　
　

☎
㉒
２
２
２
８

募
集
人
員　

１
人

資
格
等　

手
話
通
訳
士
、
県
登
録
手
話

通
訳
者
、
手
話
奉
仕
員
お
よ
び
普
通
自

動
車
運
転
免
許
所
持
者

職
務
内
容　

聴
覚
障
害
の
た
め
に
意
思

疎
通
を
図
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
対
す

る
窓
口
で
の
案
内
や
相
談

日
額
賃
金　

手
話
通
訳
士
・
徳
島
県
登

録
手
話
通
訳
者　

７
０
０
０
円
／
手
話

奉
仕
員　

６
５
０
０
円

採
用
期
間　

原
則
と
し
て
、
採
用
日
か

ら
６
カ
月
。
な
お
、
継
続
し
て
採
用
が

必
要
な
場
合
は
、
年
度
末
ま
で
の
期
間

で
雇
用
し
ま
す
。

申
込
期
限　

３
月
10
日
㈬

選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

市
福
祉
総
務
課　
　
　
☎
㉕
６
６
１
３
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　ペットボトルのキャップ・カンのプルトップ・乾電池・食用廃油は
　市役所および各庁舎で回収しています。
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広報よしのがわ

努　

力

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
４
号
よ
り
）

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuse

icenter/

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に

　
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」「
地
域

が
守
り
育
て
る
子
ど
も
た
ち
」
を

合
言
葉
に
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・

警
察
・
行
政
・
学
校
・
補
導
セ
ン

タ
ー
が
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
子

ど
も
た
ち
の
事
件
・
事
故
を
防
ぐ

に
は
、
地
域
の
力
が
一
番
で
す
。

　

一
人
一
人
が
で
き
る
行
動
で
、

子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
け
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

●
登
下
校
中
の
子
ど
も
た
ち
に
、

「
お
は
よ
う
」「
さ
よ
う
な
ら
」
な

ど
の
声
か
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
散
歩
や
庭
の
手
入
れ
な
ど
を
子

ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
時
間
帯
に

合
わ
せ
て
く
だ
さ
る
と
あ
り
が
た

い
で
す
。
顔
見
知
り
の
大
人
が
い

る
と
安
心
で
す
。

●
万
が
一
、
不
審
な
場
面
に
出
合

っ
た
ら
、
１
１
０
番
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

通
学
路
に
少
し
で
も
多
く
の
大

人
の
目
を
向
け
て
く
だ
さ
い
。　

　　
　
　
　
　

　

次
の
よ
う
な
場
所
に
は
、
特
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
れ
ま
で
に
不
審
者
が
現
れ
た

所●
事
件
や
事
故
が
発
生
し
た
所

●
街
灯
な
ど
が
な
く
暗
い
所

●
周
囲
か
ら
見
通
し
が
悪
い
公
園

や
神
社

●
使
わ
れ
て
い
な
い
家
や
建
物

●
通
学
路
で
、
子
ど
も
が
一
人
に

な
り
そ
う
な
所
は
、
特
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　
　

　

事
件
や
事
故
に
遭
っ
た
り
、
遭

い
そ
う
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
は
、

▼
大
声
で
人
を
呼
ぶ

▼
近
く
の
家
へ
逃
げ
込
む

▼
小
さ
な
事
で
も
、
学
校
や
警
察
、

補
導
セ
ン
タ
ー
に
届
け
る

こ
と
を
、
し
っ
か
り
と
教
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

　

子
ど
も
が
利
用
す
る
通
学
路
や

道
を
一
緒
に
通
っ
て
、
助
け
を
求

め
ら
れ
る
場
所
を
確
か
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
１
１
０
番
の
家

○
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所

○
学
校
、
市
役
所
、
各
庁
舎

○
公
民
館
な
ど
公
共
の
建
物

○
商
店
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー

　

吉
野
川
市
で
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
適
切
な
運
営
、
公

正
・
中
立
性
の
確
保
・
そ
の
他
円

滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
ま
し
て
、
公
募
に
よ

る
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
委
員
は
、
吉
野
川
市
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
運
営
協
議
会
委
員
を

兼
ね
ま
す
。

応
募
資
格　

①
吉
野
川
市
在
住
の
方

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

③
介
護
保
険
の
被
保
険
者（
１
号
・

２
号
）

募
集
人
員  

３
人

任
期　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年

間応
募
方
法　

は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
ご

記
入
の
上
、
介
護
保
険
課
地
域
支

援
係
あ
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

３
月
12
日
㈮
ま
で

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
協
議
会
委
員
を

募
集
し
ま
す
！

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

募
集

〒
７
７
９
‐
３
３
９
５

吉
野
川
市
川
島
町
桒
村
２
４
２
１

番
地
１　

吉
野
川
市
介
護
保
険
課 

地
域
支
援
係
（
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
）

☎
㉕
６
６
２
７   

℻  
㉕
６
６
６
６

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在

●
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
（
22

歳
未
満
の
方
は
大
卒
（
平
成
23
年

３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
））

●
大
学
院
修
士
学
位
を
受
け
て
い

る
場
合
（
平
成
23
年
３
月
取
得
見

込
み
を
含
む
）
は
28
歳
未
満
の
方

（
技
術
幹
部
候
補
生
は
、
理
・
工

学
修
士
学
位
を
受
け
た
方
（
平
成

23
年
３
月
取
得
見
込
み
含
む
））

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈭
〜
５
月

10
日
㈪

試
験
日　

●
第
１
次
試
験　

５
月
15
日
㈯
・

16
日
㈰
（
16
日
は
飛
行
要
員
希
望

者
の
み
）

自
衛
隊
鴨
島
地
域
事
務
所

☎
㉔
７
０
０
８

子
ど
も
の
通
学
路
を
守
ろ
う

子
ど
も
を
守
る
目
線

子
ど
も
に
教
え
て
お
く
こ
と

子
ど
も
と
一
緒
に
確
認
を

げ
い
麻
植
」
第
４
号

　
　
　
　
　
　

飯
尾
敷
地
小
学
校　

鳴
川　

宗
志

努
力
は
結
果
に
つ
な
が
る

努
力
は
無
限

努
力
は
夢
へ
の
最
大
の
ち
か
み
ち

努
力
は
な
か
な
か
続
く
も
の
で
は
な
い

努
力
は
決
し
て
う
そ
は
つ
か
な
い

ぼ
く
は
夢
の
舞
台
に
い
つ
か
た
つ
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問
い
合
わ
せ

雑紙は　雑誌の日　袋いらないので　得します。
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広報よしのがわ

問
い
合
わ
せ

巡
回
職
業
相
談

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

２
月
15
日
㈪
、
３
月
１
日

㈪
・
15
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

２
月
10
日
㈬
、
３
月
10
日

㈬午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

と
き　

３
月
25
日
㈭
・
26
日
㈮

※
２
日
で
１
コ
ー
ス

山
川
公
民
館
だ
よ
り

親
子
で
英
会
話
in
春
休
み

開
催
期
間　

２
月
25
日
㈭
ま
で

内
容　

徳
島
県
内
小
学
生
よ
り
募

集
し
た
、
創
造
性
豊
か
な
は
が
き

作
品
の
展
示

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）

入
館
料　

大
人
３
０
０
円
、
学
生
２

０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
５
０
円

㈶
阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館

☎
42
６
１
２
０

阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館
だ
よ
り

第
21
回
小
学
生
に
よ
る

デ
ザ
イ
ン
は
が
き
展

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

●
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い　

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

泥
棒
に
入
ら
れ
、
室
内
が
荒

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
散
ら
か
っ
て

い
る
の
で
掃
除
し
て
か
ら
警
察
に

届
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ａ　

掃
除
や
整
理
は
せ
ず
、
警
察

に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　

犯
罪
現
場
に
は
、
犯
人
に
結
び

つ
く
指
紋
や
足
跡
な
ど
が
残
っ
て

い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
犯

人
が
歩
い
た
り
触
っ
た
り
し
た
と

思
わ
れ
る
場
所
に
は
近
寄
ら
ず
、

そ
の
ま
ま
で
届
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

被
害
者
か
ら
も
指
紋
を
採
る

そ
う
で
す
が
。

Ａ　

協
力
者
指
紋
の
こ
と
で
す
。

　

犯
罪
現
場
な
ど
か
ら
、
犯
人
が

残
し
た
と
思
わ
れ
る
指
紋
を
採
取

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
場

所
に
は
犯
人
以
外
の
被
害
者
や
家

族
の
方
の
指
紋
も
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
犯
人
の
指
紋
と
被
害
者

な
ど
そ
の
場
に
出
入
り
し
た
方
の

指
紋
を
選
別
す
る
た
め
、
そ
の
方

た
ち
の
指
紋
を
採
取
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。　

　

採
取
し
た
指
紋（
協
力
者
指
紋
）

は
、
選
別
が
終
了
後
、
焼
却
等
に

よ
り
廃
棄
処
分
し
て
い
ま
す
。

吉
野
川
警
察
署　
☎
㉕
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番　
　
☎
㉔
２
３
３
１

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

●
鑑
識
活
動

　

最
近
の
犯
罪
は
ま
す
ま
す
複

雑
・
巧
妙
、
ス
ピ
ー
ド
化
し
、
犯

人
の
特
定
や
犯
罪
の
立
証
を
科
学

的
に
行
う
鑑
識
の
役
割
は
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
応
す
る

た
め
、
警
察
で
は
最
新
の
科
学
技

術
と
機
材
を
導
入
し
て
、
鑑
識
活

動
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
機
動
鑑
識
班

　

事
件
発
生
と
と
も
に
犯
罪
現
場

に
急
行
し
、
犯
人
が
残
し
た
わ
ず

か
な
物
も
見
逃
す
こ
と
の
な
い
よ

う
専
門
的
知
識
・
技
能
を
備
え
た

機
動
鑑
識
班
が
24
時
間
体
制
で
活

動
し
、
事
件
解
決
に
大
き
な
効
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

●
犯
罪
現
場
の
保
存
活
動

　

犯
罪
現
場
は
捜
査
活
動
の
原
点

で
あ
り
、
事
件
を
解
決
す
る
た
め

の
多
く
の
資
料
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
現
場
周
辺
を
立
入
禁
止

に
し
て
現
場
保
存
す
る
た
め
、
付

近
の
皆
さ
ん
に
不
便
を
お
か
け
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先

出
演
者　

シ
ュ
シ
ュ
（
Ｊ
ポ
ッ
プ

グ
ル
ー
プ
）、
Ｊ
Ｕ
Ｎ
（
フ
ォ
ー

ク
弾
き
語
り
）

と
き　

２
月
28
日
㈰
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内（
雨
天
決
行
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/kam

o
jim
a/m
achicon/

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　

 

☎
㉔
３
７
２
５
（
鎌
田
）

江
川
湧
水
源
周
辺
、吉
野
川
堤
防

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
吉
野
川
遊
園
地
西
側
）

作
業
時
間　

３
月
１
日
㈪
午
前
７

時
〜
７
時
30
分

多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
時
間　

３
月
１
日
㈪
午
前
７

時
〜
８
時

作
業
内
容　

除
草
作
業
、
清
掃
作

業
　

作
業
道
具
は
、
用
意
し
て
い
ま

第
１
２
２
回
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

す
の
で
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

江
川
エ
コ
フ
レ
ン

ド　
　
　
　
　
　
☎
㉔
８
６
６
０

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

内
容　

簡
単
な
英
会
話
、
ゲ
ー
ム

な
ど

講
師　

松
尾
Ｌ
ｉ
ｖ
ｉ
ａ
先
生

（
吉
野
川
市
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

対
象　

４
〜
６
歳
程
度
の
子
ど
も

と
保
護
者

持
参
物　

飲
み
物
、
は
さ
み
、
の

り
、
鉛
筆
、
ク
レ
ヨ
ン
（
色
鉛
筆
）

定
員　

15
組
（
先
着
）

申
込
方
法　

３
月
８
日
㈪
〜
12
日

㈮
ま
で
に
山
川
公
民
館
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
２
日
で
１
コ
ー
ス
で
す
の
で
２

日
と
も
参
加
で
き
る
方
を
優
先
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山
川
公
民
館　
　
☎
42
５
５
８
２



問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

182010年（平成22年）2月10日

広報よしのがわ

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

受
講
期
間　

４
月
４
日
㈰
〜
９
月

４
日
㈯

　

10
回
コ
ー
ス

☆
印
は
新
規
講
座
、
◎
印
は
講
師

変
更
、（　

）
内
は
講
師
名

☆
園
芸　
　
　
　
　
（
住
友
昭
利
）

☆
童
謡
・
唱
歌
い
き
が
い
教
室

　
　
　
　
　
　
　
（
伊
井
須
眞
子
）

◎
い
け
花
嵯
峨
御
流（
仁
木
葉
子
）

◎
小
原
流
い
け
花（
大
石
加
代
子
）

○
水
墨
画　
　
　
　
（
久
米
芳
邦
）

○
文
学
の
小
径（
宮
久
保
美
恵
子
）

○
短
歌　
　
　
　
　
（
楠
本
邦
利
）

○
篆て
ん

刻こ
く　

　
　
　
　
（
射
場
博
子
）

○
オ
カ
リ
ナ　
　
　
（
森
見
美
子
）

○
自
然
の
素
材
を
織
る

　
　
　
　
　
　
　
（
島
田
ひ
ろ
み
）

○
手
編
み
手
芸　
　
（
新
居
房
江
）

○
ね
ん
ど
の
花
ク
レ
イ
ア
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
（
石
田
百
合
子
）

○
素
敵
な
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
松
本
加
容
子
）

○
七
宝
焼　
　
　
　
（
山
田
和
子
）

○
花
で
生
活
を
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
（
近
藤
佐
起
江
）

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

○
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
森
仁
美
）

○
ビ
デ
オ　
　
　
（
牧
本
美
代
子
）

　

20
回
コ
ー
ス

◎
日
本
舞
踊　
　
　
　
（
芝
幸
恵
）

○
茶
道（
裏
千
家
）（
川
真
田
信
子
）

○
し
ゃ
べ
り
方
教
室（
宮
本
武
敏
）

○
木
目
込
人
形　
　
（
小
林
鳳
美
）

○
や
さ
し
い
ヨ
ー
ガ（
富
山
雅
代
）

○
書
に
親
し
む　
　
（
武
市
鳴
雲
）

○
書
道
入
門　
　
　
（
熊
代
厚
子
）

○
実
用
書
道　
　
　
（
寺
内
金
子
）

○
16
式
太
極
拳　
　
　
　
（
黄
麗
）

○
初
級
太
極
拳　
　
（
村
上
恵
子
）

○
大
正
琴　
　
　
　
（
山
本
源
淑
）

○
藍
染
め　
　
　
　
（
藤
井
和
栄
）

○
陶
芸　
　
　
　
　
　
（
笠
井
享
）

○
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
（
薩
摩
利
子
）

○
着
物
着
付
け　
　
（
桑
田
律
子
）

○
さ
く
ら
初
級
長
唄
三
味
線

　
　
　
　
　
　
　
　
（
春
名
完
二
）

○
民
謡　
　
　
　
（
藤
本
秀
森
寿
）

○
民
謡
三
味
線　
（
藤
本
秀
森
幸
）

○
洋
画　
　
　
（
下
時
治
郎
秀
臣
）

受
付
期
間　

２
月
22
日
㈪
〜
３
月

22
日
㈪
（
定
員
に
満
た
な
い
講
座

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
受
け
付

け
し
ま
す
）

受
付
場
所　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

10
回
コ
ー
ス
４
２
０
０

　

英
語
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
興
味
の

あ
る
方
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
を
鑑
賞

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き　

２
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

３
階　

ホ
ー
ル

と
き　

３
月
20
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
１
時

と
こ
ろ　

料
理
室　

会
議
室

用
意
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

定
員　

24
人
（
先
着
順
）
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。　

参
加
費　

５
０
０
円

対
象　

小
学
生
３
年
〜
６
年

と
き　

４
月
４
日
㈰
午
前
11
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館　

江
川
公

園内
容　

模
擬
店
で
の
販
売
、
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ

ッ
ト
の
係
な
ど

対
象　

中
学
生
、
高
校
生

　

地
域
貢
献
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？　

子
ど
も
や
高
齢
者
の
方
が

た
く
さ
ん
公
民
館
に
訪
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
力
で
祭
り
を
盛
大
に

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

　

歳
末
募
金
に
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
６
５

４
円
日
赤
へ
送
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

※
平
成
22
年
度
生
涯
学
習
講
座
講

座
生
の
募
集
を
４
月
中
旬
か
ら
行

い
ま
す
。
講
座
の
開
始
は
５
月
か

ら
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
講
座

に
関
す
る
案
内
は
３
月
中
旬
か
ら

市
内
公
共
施
設
等
、
量
販
店
に
備

え
付
け
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

Ａ
Ｌ
Ｔ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
リ
ハ
ー

サ
ル
会　

ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ

子
ど
も
料
理
教
室

元
気
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験　

募
集

鴨
島
公
民
館　
　
☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

平
成
22
年
度
前
期

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
講
座
案
内

〜
ゆ
と
り
あ
る
生
活
、
い
き
が

　

い
の
あ
る
人
生
を
求
め
て
〜

円
／
20
回
コ
ー
ス
８
４
０
０
円

（
受
講
料
の
ほ
か
に
別
途
材
料
費

等
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

★
開
催
曜
日
、
時
間
等
、
詳
細
は

講
座
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
公

民
館
等
、
市
内
各
文
化
施
設
に
設

置
し
ま
す
。

◆
平
成
21
年
度
後
期
講
座
修
了
作

品
展
・
発
表
会
の
お
知
ら
せ

　

現
在
34
講
座
５
４
８
人
の
講
座

生
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成

果
を
３
日
間
展
示
お
よ
び
発
表
会

を
し
ま
す
。

と
き　

３
月
20
日
㈯
〜
22
日
㈪
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
22
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル
・
和
室
・

ロ
ビ
ー

◆
鴨
島
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

親
子
で
楽
し
む
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト

　

今
回
も
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
曲
ば

か
り
を
演
奏
し
ま
す
。
ぜ
ひ
吹
奏

楽
の
世
界
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

２
月
28
日
㈰
開
演
午
後
２

時

と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
㉒
０
０
１
５



19 2010年（平成22年）2月10日

広報よしのがわ

ごみの野焼きは法律で禁止されています。絶対にしないように！

●問い合わせ　川島税務署（川島町宮島747－2）　☎　  2211○25

所得税の確定申告について

　平成21年分の所得税の確定申告の相談および申告書の受け付けは、平成22年２月16日（火）
から３月15日（月）までです。
　申告書は郵便や信書便による送付または税務署の時間外収受箱への投

とう

函
かん

により提出することがで
きます。また、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で作成したデータを、国税電
子申告・納税システム（e-Tax）を利用して提出することもできます。

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従って金額等を入
力すれば、税額などが自動計算され、所得税、消費税の申告書や青色申告決算書などを作成できます。
作成したデータは、印刷して書面により提出することができるほか、電子申告（e-Tax）を利
用して提出することもできます。
　また、ご自身で計算をされる場合にお使いいただくと便利な「所得税の確定申告の手引き」や申
告書用紙等は、国税庁ホームページからダウンロードすることもできます。
　期限間近になりますと、申告会場は大変混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されます。
申告書はご自分で作成して、できるだけお早めに提出してください。

　確定申告による所得税の納期限は平成22年３月15日（月）です。申告書の提出後に、納付書の送
付や納税通知等による納税のお知らせはありません。納付には便利な振替納税をぜひご利用
ください。

振替納税を利用

　振替日（平成22年４月22日（木））に指定の金融機関の預貯金口座
から自動的に引き落とされます。事前に口座の残高をご確認ください。
＊ 　新たにご利用になる場合または転居等により所轄の税務署が変わった場
合は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を提出してください。

現 金 で 納 付

　納期限（平成22年３月15日（月））までに金融機関（歳入代理店）
または所轄の税務署で納付してください。納付書をお持ちでない方は、税務
署または所轄の税務署管内の金融機関に用意してある納付書を使用してくだ
さい。
＊　金融機関に納付書がない場合には、所轄の税務署にご連絡ください。

電子納税を利用 　自宅やオフィスのインターネット等を利用して納付できます。
　詳しくは、e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

申告書を作成するときは

納付期限と振替納税の利用について

税に関する情報は国税庁ホームページへ　http://www.nta.go.jp

※電話による一般的な相談は電話相談センターで承ります

税務署からのお知らせ
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みんなで支えよう　～介護保険～

第２回　介護保険のサービス
　介護保険のサービスは皆さんの保険料や税金で
まかなわれています。便利だからというだけでな
く本当に必要かどうかを考えて利用しましょう。

　

要
介
護
認
定
で「
要
介
護
」「
要
支
援
」

と
認
定
さ
れ
た
方
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利

用
者
の
多
い
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

 

居
宅
サ
ー
ビ
ス

訪
問
介
護　

ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
、
食

事
、
入
浴
な
ど
の
介
護
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
利
用
者
の
最
も
多
い
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）　

施
設

に
通
い
、
日
帰
り
で
食
事
、
入
浴
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
デ
イ
ケ
ア
）

　

施
設
な
ど
に
通
い
、
機
能
訓
練
な
ど

を
日
帰
り
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

短
期
生
活
入
所
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）　

施
設
に
短
期
入
所
し
て
食
事
、

入
浴
な
ど
の
支
援
や
機
能
訓
練
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

＊
ま
た
環
境
を
整
え
る
た
め
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
住
宅
改
修
や
福
祉
用
具
貸

与
、
福
祉
用
具
購
入
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
住
宅
改
修
や
、
福
祉
用
具
購
入

に
つ
い
て
か
か
っ
た
費
用
は
、
い
っ
た

ん
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
費
用

支
払
い
後
、
申
請
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
費
用
の
９
割
を
支
給
し
ま
す
。　

　
「
自
立
」
と
認
定
さ
れ
た
方
や
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
市
が
行

う
地
域
支
援
事
業
に
よ
り
、
将
来
介
護

が
必
要
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

お
の
お
の
の
サ
ー
ビ
ス
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
介
護
保
険
課
（
川
島
庁

舎
１
階
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
か
か

っ
た
費
用
の
原
則
一
割
が
自
己
負
担
で
す

が
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
は
、
要
介
護
度
ご
と
に
月
々
に
利
用

で
き
る
金
額
に
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
限
度
額
を
こ
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
場
合
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●問い合わせ　市介護保険課　介護保険係　☎　  6626○25

環境を整えるためのサービス

◎　住宅改修
　手すりの取り付けや段差の解消など６種
類の小規模な住宅改修費の支給を受けるこ
とができます。利用できる限度額は20万円
です。（最高支給額は18万円）転居した場合、
また要介護度が３段階以上あがった場合に
限り再利用可能です。
　限度額を超えた費用や保険給付対象外の
工事費用は全額自己負担になります。住宅
改修を行う前には事前協議が必要です。必
ず担当ケアマネジャーに連絡してください。
事前協議のない工事には工事費用の支給は
できません。

◎　福祉用具貸与（レンタル）
　歩行補助つえや介護用ベッド・車いすな
ど日常生活を助けるための福祉用具を借り
ることができます。用具の種類、貸し出し
料は事業者によって異なります。また要支
援１、２、要介護１の方は利用できる品目
が限られます。レンタル前には担当ケアマ
ネジャーに相談してください。

◎　福祉用具購入
　レンタルになじまない、入浴や排せつに
使う入浴補助用具・特殊尿器・腰掛け便座
など５種類の福祉用具購入費の支給を受け
ることができます。利用できる限度額は年
度につき10万円です。（最高支給額は９万
円）福祉用具購入は必ず指定を受けた事業
者からご購入ください。また購入前には担
当ケアマネジャーに相談してください。担
当ケアマネジャーがいない場合は販売店の
福祉用具専門相談員にご相談ください。

地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！



21 2010年（平成22年）2月10日

広報よしのがわ

ご利用ください！高齢者生活支援ハウス

虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627

　「高齢者生活支援ハウスやまかわ」では、高齢で自宅での生活に不安がある方のために、①居住機能、②
介護支援機能、③交流機能を総合的に提供し、安心して健康で明るい生活を送れるように支援します。短
期間の入所から最長６カ月までご利用できます。
　①居住機能　　　生活設備の整った環境とお部屋（個室）を一定期間提供します。
　②介護支援機能　生活援助員を配置し、いろいろな相談をお受けします。
　③交流機能　　　利用者同士や地域の方々と交流できます。

どんな方が利用できますか？

（例1）高齢の１人暮らしで、家事はできますが独居であることに不安がある方。
（例2）1カ月ほど家を留守にします。同居の祖父は元気だけど1人で残すのは心配な方。

など

○対象者
　 原則60歳以上の１人暮らしの方、夫婦のみの世帯の方、または高齢者世帯で家族の援
助を受けることが困難な方で、自己管理はできますが高齢等のため独立して生活する
ことに不安がある方。なお、入院や介護保険施設等への入所が必要な状態の方は対象
外となります。

○利用方法
　 施設および福祉総務課（川島庁舎1階）で面接を受けて、申請書類を提出します。その後、
入所判定委員会で利用の要否の判定が行われ、利用が認められた場合にご利用いただ
けます。

○必要な費用
　 収入に応じて負担金（月額）がありますので、詳しくは福祉総務課までご相談ください。
また、光熱水費等の実費は別に直接施設に支払います。詳細は施設にお問い合わせく
ださい。

○その他（詳しくは問い合わせください）
　・利用には入所判定が必要ですので、利用希望の場合はお早めにご相談をお願いします。
　・ 自立生活ができる方を対象としており、食事は原則自炊となっていますが、ご希望

により実費で食事提供もできますので、施設にご相談ください。
　・衣類、調理用具等の日常生活を行うために必要なものは利用者がご用意ください。
　　（寝具とテレビのみ、有料貸し出しがあります。）
　・洗濯、掃除、買い物等日常生活のお手伝いについてはサービス内容に含まれません。

●問い合わせ
　面接、申請、負担金など …… 市福祉総務課　高齢福祉係
　　　　　　　　　　　　　　  ☎２５－２１１１
　施設、サービス全般 ………… 高齢者生活支援ハウスやまかわ（社会福祉法人 博友会）
　　　　　　　　　　　　　　  住所：吉野川市山川町祗園５１
　　　　　　　　　　　　　　  ☎４２－７１１１

問

答



活躍
しています！

介護
予防サポーター！
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　平成19年度から平成21年度までに、介護予防サポー
ター育成講座を受講し、認定、修了された方が、128人
います。サポーターさんは講座で学んだことを地域の方
へ伝達していただいたり、介護予防事業への協力や周知
活動をしていただいたりしています。

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

地
域
で
の
介
護
予
防
活
動
の
中

心
と
な
る
方
で
す
。

　

地
域
で
の
介
護
予
防
に
関
す
る
取
り

組
み
を
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
の
例
は
そ
の
一

例
で
す
。

◆
身
近
な
人
へ
活
動
へ
の
参
加
を
促
す

声
か
け

◆
地
域
で
の
活
動
へ
の
協
力
、
サ
ポ
ー

ト◆
地
域
の
集
ま
り
で
の
伝
達

◆
地
域
で
定
期
的
に
集
ま
る
場
を
作
り
、

介
護
予
防
に
関
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く

活
動
事
例
の
紹
介

　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
た
ち
を

中
心
と
し
て
、
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て

い
る
地
域
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
カ
所
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

千
田
公
会
堂
を
中
心
と
し
た
活
動

　

鴨
島
町
知
恵
島
地
区
で
は
、
６
人
の

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
た
ち
が
毎
月
１
回
集

ま
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

案
内
文
を
作
っ
た
り
、
料
理
を
作
っ

た
り
、
講
座
で
習
っ
た
体
操
を
行
っ
た

り
と
、
一
人
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
自
分
の
得
意
な

こ
と
を
担
当
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
を
支
援
す
る
人
も
６

〜
７
人
い
て
、
運
営
の
協
力
を
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
お
年
寄
り
は
活
動
の
日
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
閉
じ
こ
も

り
が
ち
だ
っ

た
方
も
出
て

こ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま

し
た
。
地
域

に
笑
顔
の
輪

が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

地
域
力
を
つ
け
よ
う
！

　

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る
と
、

活
動
量
の
低
下
か
ら
筋
力
の
低
下
が
起

こ
り
、
生
活
機
能
の
低
下
ま
で
つ
な
が

る
悪
循
環
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
そ
う

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
高
齢
者
の
方
々

が
歩
い
て
い
け
る
距
離
で
、
定
期
的
に

集
ま
る
場
が
あ
る
こ
と
は
と
て
も
大
切

な
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方
を
誘

い
合
い
、
外
へ
連
れ
出
す
こ
と
も
、
地

域
の
力
と
し
て
大
事
な
も
の
で
す
。
皆

さ
ん
の
地
域
で
も
地
域
力
を
つ
け
て
い

き
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
か
ら
も
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

今
後
も
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
サ
ポ

ー
タ
ー
に
な
ら
れ
た
方
に
も
、
情
報
交

換
や
研
修
の
場
を
設
け
、
活
動
が
広
が

っ
て
い
く
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
。
仲
間
が
多
い
ほ
ど
活
動
の
幅
が

広
が
り
ま
す
。
広
報
誌
等
で
募
集
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
７

介護予防サポ
ーターになる
とどんな活動
をするの？

問
い
合
わ
せ

サポーターさんの指導でチューブ体操

介護予防教室に
来てみませんか

行って
みようかな
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2　
　
　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容

10 水 9：30～10：30 川島公民館近久分館 川　島

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

栄養のお話（ビタミン）
13：30～14：30 中枝老人憩の家 美　郷 楽 し い 脳 体 操

15 月 9：30～10：30 山瀬地区公民館 山　川 介 護 予 防 体 操

16 火 9：30～10：30 城戸下浦高開集落センター 美　郷 口腔（こうくう）ケア
13：30～14：30 湯立会館 山　川 栄養のお話（ビタミン）

17 水 9：30～10：30 川島公民館朝日ヶ丘分館 川　島 楽 し い 脳 体 操
18 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島 介 護 予 防 体 操

22 月 9：30～10：30 鴨島南部老人憩の家 鴨　島 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 知恵島老人憩の家 鴨　島 介 護 予 防 体 操

23 火 9：30～10：30 喜来老人憩の家 鴨　島 介 護 予 防 体 操
9：30～10：30 三山老人憩の家 美　郷 口 腔 ケ ア

24 水 9：30～10：30 千田公会堂 鴨　島 介 護 予 防 体 操
25 木 9：30～10：30 東児島老人憩の家 川　島 栄養のお話（ビタミン）

26 金 9：30～10：30 鍛冶屋敷公会堂 川　島 栄養のお話（ビタミン）
13：30～14：30 上谷集落センター 美　郷 楽 し い 脳 体 操

3　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
2 火 13：00～14：30 川島公民館 川　島

健
康
チ
ェ
ッ
ク

4 木 9：00～10：00 忌部農業構造改善センター 山　川 介 護 予 防 体 操

5 金 9：00～10：00 川島公民館二ツ森分館 川　島 楽 し い 脳 体 操
13：30～14：30 瀬詰老人会館 山　川 楽 し い 脳 体 操

8 月 9：30～10：30 南町集会所 山　川 口 腔 ケ ア
13：30～14：30 飯尾敷地コミュニティセンター 鴨　島 介 護 予 防 体 操

9 火 9：30～10：30 川島公民館学西分館 川　島
13：30～14：30 牛島集会所 鴨　島 介 護 予 防 体 操

10 水 9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島 栄養のお話（ビタミン）
12 金 9：30～10：30 三ツ島西公会堂 川　島 介 護 予 防 体 操

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎　  6627○25

2月・3月の介護予防教室

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

筋力アップ教室「パワー・デイ」参加者募集
■ 対象者　市内在住の65歳以上で、介護保
険によるサービスを利用していない方

■利用期間　４月～６月
■実施場所　健祥会インディペンデント21
　　　　　　（川島町川島106-2☎㉖3010）
※見学も歓迎しています
■利用料　250円/１回
■利用限度　各コース週１回
■申請に必要なもの　印鑑
※ 申請書等は介護保険課（川島庁舎1階）、
支所地域課（鴨島・山川・美郷）にあります。

■申請締切　３月12日(金)
■利用コース・運動の内容
　◆ 水中運動（入門・向上）コース
　　温水プールで歩行を中心とした水中運動
　◆ マシーントレーニング（入門・向上）コース
　　トレーニング機器などを使用した運動
※ 定員・必要最低人数があります。定員を超えた場合
は抽選となり、必要最低人数を満たさない場合は希
望のグループを利用できない場合があります。
■問い合わせ　市介護保険課 地域支援係　☎㉕6627
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本
来
こ
れ
ら
の
病
気
は
、
欧
米

で
多
く
、
日
本
で
は
少
な
い
も
の

で
し
た
が
、
近
年
の
食
生
活
の
欧

米
化
と
と
も
に
我
が
国
で
も
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
10
代
の
人
の
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
摂
取
率
は
米
国
よ
り
も
多
い

と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
我
が
国
の

動
脈
硬
化
症
の
発
生
は
さ
ら
に
増

加
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

従
来
、
一
度
進
行
し
た
動
脈
硬

化
は
も
う
元
に
は
戻
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

最
近
の
研
究
で
い
っ
た
ん
進
行
し

た
動
脈
硬
化
は
改
善
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
悪
玉
と
い
わ
れ

る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
動

脈
に
貯
ま
り
、
善
玉
で
あ
る
Ｈ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
こ
れ
を
引

き
抜
い
て
く
れ
る
訳
で
す
が
、
こ

の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
従

来
考
え
ら
れ
て
い
た
基
準
よ
り
も

っ
と
下
げ
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
上
げ
る
治
療
を
強
力
に
行

う
事
で
動
脈
硬
化
が
改
善
す
る
事

が
分
か
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

動
脈
硬
化
と
は
動
脈
が
肥
厚
し

硬
く
な
っ
た
状
態
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
病
気
を
動
脈
硬
化
症
と
い

い
ま
す
。

　

こ
の
動
脈
硬
化
は
、
脂
質
異
常

症
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂

肪
が
高
い
状
態
）
を
基
礎
に
、
糖

尿
病
や
高
血
圧
、
喫
煙
な
ど
が
複

合
的
に
合
わ
さ
っ
て
進
行
し
ま
す
。

最
近
で
は
メ
タ
ボ
と
い
う
言
葉
が

流
行
っ
て
お
り
、
何
か
か
わ
い
い

感
じ
に
聞
こ
え
ま
す
が
別
名
「
死

の
四
重
奏
」
と
も
い
わ
れ
非
常
に

怖
い
病
気
な
の
で
す
。
そ
し
て
恐

ろ
し
い
事
に
す
で
に
10
代
の
人
に

も
明
ら
か
に
動
脈
の
肥
厚
が
見
ら

れ
る
場
合
が
あ
る
事
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
人
間
は
生
ま
れ
て
き
た

時
に
は
動
脈
は
非
常
に
き
れ
い
な

の
で
す
が
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に

徐
々
に
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
の

で
す
。
そ
の
原
因
は
す
べ
て
生
活

習
慣
に
よ
る
も
の
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
塩
分
の
摂

り
す
ぎ
、
食
べ
過
ぎ
と
運
動
不
足

に
よ
る
肥
満
な
ど
が
原
因
と
な
っ

て
密
か
に
進
行
す
る
の
で
す
。

『
ま
ち
の
ド
ク
タ
ー
⑤
』

動
脈
硬
化
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

麻
植
協
同
病
院

循
環
器
科
医
師　

角
谷　

昭
佳

新型インフルエンザ予防接種費用の助成の手続きはお済みですか？ 

　吉野川市民の方で、次の対象の方には、新型インフルエンザワクチンの予防接種費用を助成します。 
　詳しくは、広報よしのがわ12月号（vol.63）の5ページをご覧ください。

●問い合わせ　市健康推進課　☎　  6615○25

◆接種費用対象となる方
　１．生活保護世帯・市民税非課税世帯の方で新型インフルエンザワクチン優先接種対象者の方
　　　※ 新型インフルエンザワクチン優先接種対象者については、広報よしのがわ12月号（vol.63）の5

ページをご覧ください。
　２．課税世帯の方のうち
　　　１）妊婦および１歳から中学生の子ども　→　１回目の予防接種費用を助成
　　　２）１歳から小学校３年生までの子ども　→　２回目の予防接種費用についても助成

◆助成費用
　１回目の接種　3,600円まで　　　２回目の接種　2,550円まで
　　※ １回目と２回目の接種医療機関が異なった場合、２回目の接種時に自己負担（1,050円）が必要です。

◆申請期間　　３月31日（水）まで

◆すでに接種を受けて、費用を医療機関でお支払いいただいた場合
　新型インフルエンザワクチン接種費用助成対象となる方で、すでに接種を受けて費用を医療機関にお
支払いいただいた方は、接種費用を助成（払い戻し）しますので、３月31日までに必要書類を添えて
申請をしてください。
　◆申請場所　　健康推進課（川島庁舎）または支所地域課（鴨島・山川・美郷）
　◆必要書類　　①医療機関発行の『領収書』
　　　　　　　　②『新型インフルエンザ予防接種済証』または『新型インフルエンザ予防接種記録の
　　　　　　　　　記載された母子健康手帳』
　　　　　　　　③申請者名義の『振込先金融機関通帳』および『印鑑』
　　　　　　　　　※申請書は、各申請場所に備え付けてあります。

※
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
は
…
そ
の
時
代
や
分
野

に
お
い
て
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た
認
識

が
、
革
命
的
に
も
し
く
は
劇
的
に
変
化
す
る
こ
と

3月1日～3月8日は「女性の健康週間」です。吉野川保健所では、女性の健康に関する相談を実施しています。
●相談日：偶数月の第3木曜日午後2時～4時（予約制）　●問い合わせ　吉野川保健所　☎㉔1114
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国
民
年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替

の
ご
案
内

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の

送
付
に
伴
う
出
張
所
の
開
設

口
座
振
替
の
種
類

う
な
こ
と
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
も
多
い

の
で
す
。

　

そ
の
意
識
が
職
業
に
対
す
る
差

別
と
な
り
、
働
く
人
々
や
家
族
を

傷
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
バ
ッ
グ
や
革
、

ベ
ル
ト
な
ど
の
衣
類

や
楽
器
な
ど
に
皮
革

が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
商

品
を
ほ
し
い
人
が
い

て
、
つ
く
る
人
が
い

る
。
需
要
が
あ
っ
て
供
給
が
あ
る
。

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
偏
っ
た

価
値
観
や
イ
メ
ー
ジ
で
働
く
人
を

傷
つ
け
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
ら
に
、
犬
の
保
護
収
容
業
務
や

火
葬
業
務
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
職

業
と
働
く
人
に
対
し
て
も
同
じ
よ

う
な
偏
見
が
あ
り
ま
す
。
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
る
の
で
は

な
く
広
い
視
野
を
持
ち
、
し
っ
か

り
と
判
断
し
て
職
業
へ
の
差
別
を

な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　
☎
㉒
２
２
１
３

　
「
偏
っ
た
価
値
観
」
で
働
く
人

を
傷
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

職
業
に
優
劣
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
必
要
な
人
が
い
て
、
そ
れ

を
供
給
す
る
仕
事
が
あ
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
商
品

を
使
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
一
方
で
そ
の
商
品
を
つ
く
っ

て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
意
識
し

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
私
た

ち
に
か
か
せ
な
い

食
材
に
肉
が
あ
り

ま
す
。
肉
が
食
卓

に
上
が
る
ま
で
に

は
、
牛
や
豚
を
肉

に
す
る
、
肉
の
安

全
性
を
調
べ
る
、

市
場
で
せ
り
落
と
す
、
お
店
で
販

売
す
る
・
・
な
ど
数
々
の
仕
事
が

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
肉
を
食
べ

る
に
は
牛
や
豚
を
肉
と
し
て
つ
く

る
仕
事
が
必
要
な
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
焼
き
肉
や
ハ
ン
バ
ー

グ
な
ど
肉
が
好
き
と
い
う
人
は
多

い
の
に
、
肉
を
つ
く
る
仕
事
（
と

畜
）
は
「
動
物
を
殺
す
か
わ
い
そ

〜
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
が
お

す
す
め
で
す
〜

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
国
民
年

金
保
険
料
の
１
年
半
ま
た
は
半
年

の
前
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

２
月
末
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み
先

　

年
金
事
務
所
ま
た
は
預
金
口
座

を
お
持
ち
の
金
融
機
関

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
が
確
認
で
き
る
も
の

②
預
貯
金
通
帳

③
金
融
機
関
届
出
印

■
手
間
が
か
か
ら
ず
便
利
で
す
！

　

保
険
料
支
払
い
の
た
び
に
金
融

機
関
な
ど
の
窓
口
へ
行
く
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。
納
め
忘
れ
を
防
ぐ

こ
と
も
で
き
て
安
心
で
す
。

■
前
納
割
引
額
が
ア
ッ
プ
し
ま

す
！

　

現
金
で
の
前
納
支
払
い
よ
り
割

引
額
が
ア
ッ
プ
し
お
得
で
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）   

☎
㉒
２
２
２
９

　

年
金
記
録
問
題
の
早
期
解
決
の

た
め
、
県
社
会
保
険
労
務
士
会
の

協
力
を
得
て「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

職 

業 

差 

別

※
現
在
、
口
座
振
替
に
よ
る
前
納

を
申
し
出
さ
れ
て
い
る
方
で
、
引

き
続
き
同
様
の
前
納
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
申
し
込
み
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

お
よ
び
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」（
平

成
19
年
12
月
〜
平
成
20
年
10
月
送

付
）
を
受
け
取
ら
れ
た
方
を
対
象

と
し
た
、「
社
会
保
険
労
務
士
の

無
料
相
談
（
予
約
制
）」
を
左
記

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
開
設
日
・
時
間
・
場
所

３
月
９
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
／
吉
野
川
市
役
所
２
階
２
０
３

会
議
室

●
申
し
込
み
先

　

無
料
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
開
設
日

ま
で
に
徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士

会
へ
予
約
の
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
予
約
の
際
は
、
相
談

者
氏
名
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話

番
号
等
に
つ
い
て
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
（
０
１
２
０
）
９
６
７
９
５
１

※平成21年度の場合

平成21年度
1カ月分 6カ月分 1年分

割引額
毎月納付

（翌月末口座振替） 割引きなし

毎月納付【早割】
（当月末振替の口座振替） 50円 300円 600円

6カ月前納 ─ 1,000円 2,000円
1年前納 ─ ─ 3,690円



鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

 

美
郷
図
書
室

 （
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
の
図
書
☆

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
２
月
、３
月
の
休
室
日　

木
曜
日

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
２
月
26
日
㈮
、３
月
30
日
㈫
）

◆
第
20
回
図
書
館
美
術
シ
リ
ー
ズ

「
西
山
欣
子
展
」

開
催
期
間　

２
月
28
日
㈰
ま
で

と
こ
ろ　
川
島
図
書
館
１
階
ロ
ビ
ー

◆
川
島
町
文
化
伝
承
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
ふ
る
さ
と
の
お
は
な
し
大
会

と
き　

３
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

川
島
図
書
館
２
階

◆
学
読
書
会

「
赤
毛
の
ア
ン
」モ
ン
ゴ
メ
リ　

著

と
き　

３
月
10
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　
川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
２
月
26
日
㈮
、３
月
31
日
㈬
）、

年
間
図
書
整
理
日
（
３
月
２
日
㈫

〜
12
日
㈮
）

◆
お
は
な
し
会

２
月
13
日
㈯
、
３
月
13
日
㈯
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）

◆
映
画
会

２
月
20
日
㈯
（
学
校
の
怪
談
②
）、

３
月
20
日
㈯
（
ア
ニ
メ
も
も
た
ろ

う
）
ほ
か
、の
午
後
２
時
か
ら
（
約

１
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
12
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
読
み
た
い
本

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
本
の

予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
は
各
館
・
室

で
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshinogawa.
lg.jp/iliswing/we/opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
／
鴨
島
公
民

館
２
階
絵
本
室
・
和
室
／
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ

ー
、
手
作
り
大
型
紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
す
ご
い
弁
当
力
！
』

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
剛
史　

著

『
弱
者
が
強
者
を
駆
逐
す
る
時
代
』

　
　
　
　
　
　
　

曽
野
綾
子　

著

『
坂
の
上
の
雲
第
１
部
』

　
　
　

日
本
放
送
出
版
協
会　

著

『
家
事
の
花
道
』　

近
藤
典
子　

著

『
未
踏
峰
』　　
　

笹
本
稜
平　

著

『
掏
摸
』　　
　
　

中
村
文
則　

著

『
完
黙
』　　
　
　

永
瀬
隼
介　

著

『
再
会
』　　
　
　
　

重
松
清　

著

『
夫
婦
口
論
』　　

三
浦
朱
門　

著

『
司
馬
遼
太
郎
リ
ー
ダ
ー
の
条
件
』

　
　
　
　
　
　
　

半
藤
一
利　

著

『
鳩
山
一
族
そ
の
金
脈
と
血
脈
』

　
　
　
　
　
　
　

佐
野
眞
一　

著

◆
絵
本
・
児
童
書

『
く
ま
さ
ん
の
ず
ぼ
ん
』

『
ズ
ッ
コ
ケ
中
年
三
人
組
ａ
ｇ
ｅ

44
』　　
　
　
　

那
須
正
幹　

著

『
浅
田
真
央
、
18
歳
』

宇
都
宮
直
子　

著
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『
ふ
た
つ
の
花
』

　
　
　
　
　

い
も
と
よ
う
こ　

著

『
き
ら
き
ら
て
ん
し
の
ク
リ
ス
マ

ス
』     

ゲ
イ
ル
・
イ
ェ
リ
ル　

著

『
ピ
ヨ
ピ
ヨ
も
り
の
ゆ
う
え
ん
ち
』

　
　
　
　
　
　

工
藤
ノ
リ
コ　

著

『
う
さ
ぎ
ぶ
ん
こ
の
お
お
か
み
く

ん
』　　
　
　
　
間
所
ひ
さ
こ　

著

※
累
計
は
平
成
21
年
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災
11
月 2件

累
計 5件

救急出動
11
月124件

累
計1372件

〈人  権  相  談〉
２月12日㈮ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
２月16日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
２月23日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎305会議室
３月11日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
３月16日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
３月16日㈫ 13：30～16：00 美郷庁舎大会議室
３月23日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎講堂

〈行  政  相  談〉
２月18日㈭   9：00～12：00 市役所1階相談室
２月18日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎2階会議室
３月１日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎101会議室
３月２日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
３月11日㈭   9：00～12：00 市役所1階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
２月19日㈮ 10：00～12：00 市役所1階相談室
３月19日㈮ 10：00～12：00 市役所1階相談室平成22年１月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）
　計　　45,361人　 （－ 15）
　男　　21,472人　 （－   7）
　女　　23,889人　 （－   8）
世帯数　17,395世帯 （＋ 18）
※ 65歳以上人口
　　　計 13,021人　男 5,307人　女 7,714人

366人 （－  2）
45人 （－  1）
321人 （－  1）

346世帯 （－  2）
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●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 ２月 ３月
石 原 小 児 科 24－2388 10 16
杏 和 医 院 22－0333 ⑪
糸田川クリニック 24－7555 12 12
後 藤 田 外 科 24－2720 13 19
中西内科クリニック 42－6755 ⑭
古本内科クリニック 24－7377 15 18
美 摩 病 院 24－2957 16 20
渡 辺 医 院 24－7177 17 24
四 宮 医 院 25－2016 18 25
矢 田 医 院 25－2006 19 27
杉 山 医 院 25－2802 20 26
鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 ㉑
松 永 医 院 42－2110 22
木村内科胃腸科 24－6413 23 29
谷 医 院 42－2353 24 30

医　院　名 電話番号 ２月 ３月
鈴木内科（喜来）24－3413 25
阿 部 整 形 外 科 24－4880 26
鈴木内科（敷地）24－5880 27 31
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 ㉘
岸 整 形 外 科 25－3133 1
鴨 島 病 院 24－6565 2
工 藤 内 科 医 院 42－3113 3
富 本 医 院 42－3123 4
井 内 内 科 24－3070 5
高橋皮膚科クリニック 24－5122 6
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 ⑦
さ く ら 診 療 所 42－5520 8
かなめ小児科内科クリニック 26－0310 9
三木リハビリテーション病院 42－6616 10
岡田医院（川島）25－3566 11

医　院　名 電話番号 ２月 ３月
梶本胃腸科内科 24－2413 13
石原内科循環器科 24－2536 ⑭
和田耳鼻咽喉科 24－2566 15
糸 田 川 眼 科 24－2531 17
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 ㉑
森 住 内 科 医 院 22－3010 ㉒
松 永 医 院 42－2110 23
山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 ㉘

休日 ･夜間在宅当番医表

２・３月

日曜日の9時～18時、
小児科専門医が診てくれます。
●麻植協同病院　　　　☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ）
　　　　　　　　　　　☎365151

小児救急医療体制 

水道管の防寒対策を！水道管の防寒対策を！
　気温がマイナス４℃以下になると、防寒の不完全な水道管は凍ったり、
破裂したりします。
◇特に防寒対策が必要なのは次のようなところの水道管です◇
　①むき出しになっている　  ②北向きにある　  ③風当たりが強い

●水道が凍って出ないときは●水道管が破裂したときは

　タオルをかぶせ、その上か
らゆっくりとぬるま湯をかけ
て溶かします。熱湯をか
けると破裂したりひび
割れたりすること
がありますので、
ご注意ください。

　まず、止水栓をしめて水を止めま
す。そして、破裂した部分に布かテー
プを巻き付けて応急処
置をしてから、最寄り
の水道工事店へ修理
を依頼してください。

水は限りある資源です。日ごろから節水に心がけましょう！

　水道管に
布やビニール
テープを巻くなど
  の防寒対策を
　お忘れなく！

新築などで新たに給水
管の施工をするとき

　新築など
で給水管を
新設、増径
するときは、
市指定水道
工事店をとおして給水工事
申請書を水道課に提出して
から、施工してください。

●問い合わせ●
市水道課　◯319942




